
磐田市立総合病院
後期臨床研修プログラム紹介



施設の紹介（地域ニーズ、特性）

平成１０年に新築・移転（２１診療科、病床５００）

診療圏は約１７万人であり、静岡県西部磐南地域の中核
病院の役割を果たしている

１～３次救急を受け入れている

平成１７年３月救急室を新設

平成２１年母子周産期センター完成予定

平成２１年救命救急センター認可

平成２１年７：１看護基準を取得

平成２１年ＤＰＣ対象病院

常勤医師数１１７名（Ｈ２１．７現在）

地域癌拠点病院申請予定



診療実績（平成２０年度）

外来患者数 ２６３，８８８人

入院患者数 １５２，２１３人

救急患者数 ２２，５０６人

救急車受入数 ４，９７１人（１３．６人/日）
手術件数 ３，６４７件

分娩件数 １，１４５件

平均在院日数 １３．９日



目的

① 初期研修を修了した医師に対して、より
専門的な臨床能力を取得する機会を提
供する

② 各学会が定める認定医・専門医資格の
取得を目的としたカリキュラムを提供する

③ 地域医療を担う高度な専門的知識・技術
を有する医師を育成する



コース内容

内科系専門医コース
循環器内科

呼吸器内科

消化器内科

神経内科

腎臓内科

外科系専門医コース
外科
腹部、乳腺・内分泌、
呼吸器、心・血管

脳神経外科

整形外科

産婦人科

皮膚科

その他
小児科

放射線科

麻酔科



後期研修プログラムの目標

1. 一般目標
患者中心の医療を提供するために、３年間のカリキュラムのもと、
包括的かつ全人的医療を実践できる人間性豊かな診療能力を修
得する。

2. 行動目標
初期臨床研修を修了した医師が、更に専門的な臨床能力を習得し、
将来専攻する専門診療科の認定医・専門医の資格を取得するため
の基礎を作る。
全人的医療を深める。
プロフェショナリズムを身につける。
全身管理能力を深める。
救急対応能力を深める。
チーム医療の核となるべきリーダーシップを身につける。
初期研修医、コメディカルの指導・教育能力を身につける。
地域医療に参加し、地域基幹病院の医師として求められる医療を
体得する。



内科系専門コース

初期臨床研修２年目
卒後１年目

総合内科（医師教育部門）
内科専門科・救急ローテーション
内科認定医取得コース

３年目

内科専門医取得コース 内科認定医試験
病院スタッフとして採用

４年目

腎臓
内科

神経
内科

呼吸器
内科

消化器
内科

循環器
内科

５年目

専門科スタッフ 専門医試験６年目～



内科系後期研修プログラムの特徴

1. 後期研修1年目は、総合内科に属しＥＲ・
一般内科外来と専門診療科のローテー
ション研修を行う

• ローテーション科の選択とその期間は後期研
修医のニーズに従い相談により決定する

2. 後期研修1年目を修了した時点で、内科
認定医を取得することを原則、義務とする

3. 総合内科の診療に参加し、初期研修医の
指導を行う



内科系後期研修プログラムの特徴

4. ２・３年目は、主に選択した専門診療科の
診療に携わりより高度な専門的臨床能
力の修得に努める

5. 3年間の後期研修修了時には、各学会が
定める認定医・専門医取得が可能な臨
床能力を身につける

6. 後期研修1年目が修了した時点で、能力、
人柄ともに適切と判断された場合は病院
スタッフとして採用される機会を有する



外科系後期研修プログラムの特徴

1. プライマリケア、小手術から専門性の高
い癌治療まで豊富な手術症例がある

2. 外科各分野別に（消化器、呼吸器、乳腺、
血管）専門医による指導が受けられる

3. 希望により、外科系救急、麻酔科のロー
テーションが可能

4. 学会論文発表の指導



外科系後期研修プログラムの特徴

5. 3年間の後期研修修了後に、日本外科学
会の専門医認定に必要な手術経験、臨
床能力を修得できる

6. 後期研修1年目を修了した時点で、能力・
人柄ともに適切と判断された場合は病院
スタッフとして採用される機会を有する



最後に

個々の研修医のニーズに沿った、柔軟性に富ん
だオーダーメードの研修プログラムを提供します

まだ、新しいプログラムですが、「良い医師を育
てたい」という熱意には自信があります

私達は研修医教育を医師の臨床の片手間の仕
事とは思っていません

「良い医師を育てる」ために、病院をあげて研修
プログラムの充実をめざして今後とも努力を続け
ていきます



病院見学の問い合わせは以下まで

ＴＥＬ：0538-３８-５０００
担当：医療支援課 松山

Ｅ-mail: byoin-kanri@city.iwata.lg.jp


